
上
和

仁
中

和
仁

至
八

女
市

猿
懸

峠

●

上
十

町

中
十

町

中
十

町

山
十

町

和
仁

●
中

村
伊

賀
の

墓
●

草
野

隼
人

の
墓

● 東 山 公 園

●

田
中

城
跡

田
中

城
跡

腹
切

坂
腹

切
坂

上
板

楠

東
吉

地

●

●

十 町 川

和 仁 川
至

南
関

町

６

６

４

４

19
4

19
5

19
5

緑
郵

便
局

猿
懸

権
現

の
イ

チ
イ

ガ
シ

津
田

● 三 加 和 小 学 校

● 三 加 和 中 学 校

板
楠

●
● 有

明
消

防
組

合
三

加
和

分
署

●

●

●

耳
の

神
様

耳
の

神
様

旧
春

富
小

学
校

田
中

城
ミ

ニ
ミ

ュ
ー

ジ
ア

ム
●

●
中

岳
展

望
公

園

●

手
漉

き
和

紙
の

館
手

漉
き

和
紙

の
館

森
の

家
森

の
家

命
の

神
様

命
の

神
様

塩
井

谷
渓

谷
公

園
●

山
森

阿
蘇

神
社

●

●
●

●

●

●

●

●

西
吉

地
性

・
腰

の
神

様
性

・
腰

の
神

様
歯

の
神

様
歯

の
神

様中
林

●

野
田

大
田

黒

胃
の

神
様

胃
の

神
様

手
足

の
神

様
手

足
の

神
様

19
4

イ
ボ

の
神

様
イ

ボ
の

神
様

目
の

神
様

目
の

神
様

●
●

緑 彩 館緑 彩 館

三
加

和
温

泉
ふ

る
さ

と
交

流
セ

ン
タ

ー
三

加
和

温
泉

ふ
る

さ
と

交
流

セ
ン

タ
ー

44
3

岩

上
岩

下
岩

中
岩

至
山

鹿
市

●

●

●

●
●

● ●

●
● ス カ イ ド ー ム 2000

平
野

上
大

田
黒

江
栗

下
津

原

６
19

4

31
5 ６

６

菰
田

内
田

川

久
井

原

上
久

井
原

下
久

井
原

竈
門 長

小
田

31
5

岩
尻

久
米

野

前
原

菊
水

I.C

内
田

●
和

水
町

役
場

三 加 和 総 合 支 所

●●
●

●

●

●

●

●

●
菊

水
　

郵
便

局
菊

水
ロ

マ
ン

館
菊

水
ロ

マ
ン

館
和

水
江

田
川

カ
ヌ

ー
・

キ
ャ

ン
プ

場
和

水
江

田
川

カ
ヌ

ー
・

キ
ャ

ン
プ

場
江

田
船

山
古

墳
江

田
船

山
古

墳
肥

後
民

家
村

肥
後

民
家

村
ト

ン
カ

ラ
リ

ン
ト

ン
カ

ラ
リ

ン
瀬

川

３

至
新

玉
名

駅
・

玉
名

駅

1
6

江
田

川

●
菊

水
中

央
小

学
校

米
渡

尾●
司

菊
水

ゴ
ル

フ
ク

ラ
ブ

高
野

焼
米

本
村

1
6大
屋

至
山

鹿
市

榎
原

前
野

19
4

３

萩
原

用
木

江
田

大
江

田

菊
水

南
小

学
校

日
平

蜻
浦

至
植
木
イ
ン
タ
ー

岩
村

川

農
産

物
加

工
場

栗 山 温 泉

紅 さ ん ざ し

栗 山 温 泉

紅 さ ん ざ し

大
刀

緒
神

社

菊
水

東
小

学
校

菊
水

西
小

学
校

菊
水

西
小

学
校三

加
和

グ
ラ

ウ
ン

ド

和 水 町 テ ニ ス コ ー ト

辺
春

能
登

守
親

行
の

墓

菊
水

中
学

校

有
明

消
防

組
合

菊
水

分
署

花
の

香
酒

造

菊 池 川

菊 池 川

九州
自動
車道

旧
緑

小
学

校

金
栗

四
三

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

金
栗

四
三

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

神 尾 郵 便 局

湯 亭 上 弦 の 月湯 亭 上 弦 の 月福
岡
県
八
女
市

福
岡
県

み
や
ま
市

南
　
関
　
町

玉
　
名
　
市

山 　鹿 　市

南
関

I.C

白
石

堰

和
水

町
体

育
館

和
水

町
総

合
グ

ラ
ウ

ン
ド

和
水

町
ふ

れ
あ

い
会

館
和

水
町

弓
道

場

丸
美

屋 和
水

町
中

央
公

民
館

き
く

す
い

荘

か
き

道
楽

和
水

町
春

富
グ

ラ
ウ

ン
ド

和
水

町
春

富
集

会
セ

ン
タ

ー

和 水 町 多 目 的 広 場

和
水

町
観

光
協

会

●

和
水

町
三

加
和

公
民

館

平
山

温
泉

平
山

温
泉

金
栗

四
三

生
家

記
念

館
金

栗
四

三
生

家
記

念
館

至
山

鹿
市

岡 原 城 跡
髙

木
食

品

中

西

東

古
閑

十
木

た
す

 き

藤
田

皆
行

原

寺
山

牧
野

馬
場

白
石

鶯
原

中
原

北
原

鬼
丸

眼
鏡

橋

下 岩 官 軍 墓 地下 岩 官 軍 墓 地

光 行 寺光 行 寺

武
双

庵

神
社

旧
十

町
分

校

ド
ミ

ト
リ

ー
ハ

ウ
ス

   
   

 T
H

E
ス

ナ
フ

キ
ン

ズ
ド

ミ
ト

リ
ー

ハ
ウ

ス
   

   
 T

H
E

ス
ナ

フ
キ

ン
ズ

美 感 遊 創美 感 遊 創

旧 神 尾 小 学 校

至 熊 本 市

●

八
女

南
関

山
鹿

６

八
女

南
関

山
鹿

６
44

3

三
加

和
温

泉
山

鹿

こ
も

だ
橋

山
鹿

６
1
6

N

立
花

温
泉
区
域

M
A
P

古
墳
区
域

M
A
P

至
八

女
市

至
南

関
町

十 町 川
和

仁
川

神
尾

郵
便

局

旧
神

尾
小

学
校

G
S

JA
緑

彩
館

三
加

和
温

泉
ふ

る
さ

と
交

流
セ

ン
タ

ー

湯
亭

上
弦

の
月

美 感 遊 創

金 栗 四 三

ミ ュ ー ジ ア ム

至
菊

水
I.C

44
3

６

●

● ●
●

●
●

●
●

至
南

関
町

19
4目
の

神
様

栗 山 温 泉

紅 さ ん ざ し

ス
カ

イ
ド

ー
ム

2
0
0
0

三
加

和
グ

ラ
ウ

ン
ド

和
水

町
テ

ニ
ス

コ
ー

ト

イ
ボ

の
神

様
イ

ボ
の

神
様

至
久

留
米

市
至

山
鹿

市 至
熊

本
市

至
植

木
町

至
玉

名
市

至
南

関
町

九
州

自
動

車
道

菊
水

I.C

菊 水 中 学 校 ●

菊 池 川

●
和

水
町

役
場

江
田

川
●

道
の

駅「
き

く
す

い
」

陶
芸

工
房「

万
世

窯
」

能面
工房

「嘉
祥苑

」

篠
笛

工
房「

山
彦

」

木
工

館

３

1
6

至
久

留
米

市
至

山
鹿

市 至
熊

本
市

至
熊

本
市

至
玉

名
市

至
南

関
町

九
州

自
動

車
道

菊
水

I.C

菊 水 中 学 校 ●
菊 池 川

●
和

水
町

役
場

虚
空

蔵
塚

古
墳

塚
坊

主
古

墳

江
田

船
山

古
墳

ト
ン

カ
ラ

リ
ン

江
田

川
●

道
の

駅「
き

く
す

い
」

わ
さ

ん
た

ら
ん

か
わ

さ
ん

た
ら

ん
か

わ
さ

ん
た

ら
ん

か

陶
芸

工
房「

万
世

窯
」

能面
工房

「嘉
祥苑

」

篠
笛

工
房「

山
彦

」

木
の

お
も

ち
ゃ

NA
ME

 L
ES

S
木

の
お

も
ち

ゃ
NA

ME
 L

ES
S

肥
後

民
家

村

江
田
船
山
古
墳
公
園

■
●

和
水

江
田

川
カ

ヌ
ー

・
キ

ャ
ン

プ
場

和
水

江
田

川
カ

ヌ
ー

・
キ

ャ
ン

プ
場

菊 池 川 白 石 堰 河 川 広 場和
水

町
古

墳
祭

和
水

町
古

墳
祭

古
墳
区
域

M
A
P

●
和

水
町

観
光

協
会

虚
空

蔵
塚

古
墳

江
田

船
山

古
墳

旧
境

家
住

宅

菊
水

ロ
マ

ン
館

菊
水

ロ
マ

ン
館

旧
布

施
家

旧
布

施
家

K
IN

O
N

 c
af

é&
ar

ts
K
IN

O
N

 c
af

é&
ar

ts
K
IN

O
N

 c
af

é&
ar

ts

温
泉
区
域

M
A
P

至 山 鹿 市

和
水

江
田

川
カ

ヌ
ー・

キ
ャ

ン
プ

場

特特
産品産品

特特
産品産品

八
つ

の
神

様

体
験

温
泉

見
学

宿
泊

ガ
イ

ド

食
事

処

古
墳

・
史

跡

国
道

主
要

地
方

道
一

般
県

道

菊
水

ロ
マ

ン
館（

道
の

駅
き

く
す

い
）

物
　

産
　

館

観
光

ガ
イ

ド
の

ご
案

内

マ
ッ
プ
片
手
に
の
ん
び
り
、ゆ
っ
く
り「
な
ご
み
」め
ぐ
り
！

マ
ッ
プ
片
手
に
の
ん
び
り
、ゆ
っ
く
り「
な
ご
み
」め
ぐ
り
！

マ
ッ
プ
片
手
に
の
ん
び
り
、ゆ
っ
く
り「
な
ご
み
」め
ぐ
り
！

町
道

物
産

品
・

特
産

品
販

売

戦
国

肥
後

国
衆

ま
つ

り
２

月
第

２
日

曜
日

（
予

定
）

金
栗

四
三

翁
マ

ラ
ソ

ン
大

会
1

1
月

第
１

日
曜

日
（

予
定

）

祭
り
・
イ
ベ
ン
ト

交
通
ア
ク
セ
ス

　
熊

本
夏

の
三

大
火

祭
り

の
ひ

と
つ

。昭
和

4
0

年
に

江
田

船
山

古
墳

出
土

品
が

国
宝

に
指

定
さ

れ
た

の
を

き
っ

か
け

に
昭

和
4

6
年

か
ら

始
ま

り
ま

し
た

。ム
リ

テ
を

中
心

に
古

代
人

に
扮

し
た

約
8

0
0

人
が

練
り

歩
く

松
明

行
列

や
古

墳
踊

り
、奉

納
の

舞
、浦

安
の

舞
、花

火
大

会
な

ど
が

盛
大

に
繰

り
広

げ
ら

れ
ま

す
。

　
天

正
1

5
年

、検
地

に
反

対
し

て
肥

後
の

国
衆

達
が

一
揆

を
起

こ
し

、田
中

城
は

そ
の

戦
い

の
最

後
の

砦
と

な
り

、豊
臣

軍
と

約
２

ヶ
月

の
激

戦
を

繰
り

広
げ

、落
城

し
ま

し
た

。こ
の

戦
い

は「
刀

狩
り

令
」発

布
の

き
っ

か
け

と
な

っ
た

歴
史

的
に

も
重

要
な

事
件

で
す

。こ
の

出
来

事
を

後
世

に
伝

え
る

た
め

に
、当

時
の

壮
絶

な
戦

い
の

模
様

を
再

現
し

て
い

ま
す

。

　
阿

蘇
の

外
輪

山
か

ら
流

れ
る

一
級

河
川

の
菊

池
川

の
恵

み
に

よ
っ

て
育

ま
れ

た
和

水
町

の
豊

か
な

食
や

農
作

物
な

ど
を

こ
の

祭
り

で
楽

し
ん

で
い

た
だ

き
ま

す
。そ

の
恵

み
の

ひ
と

つ
、山

太
郎

ガ
ネ

（
モ

ク
ズ

ガ
ニ

）を
使

っ
た

ガ
ネ

飯
や

ガ
ネ

汁
な

ど
の

食
事

の
販

売
を

は
じ

め
、農

作
物

の
せ

り
売

り
な

ど
が

行
わ

れ
ま

す
。

　
和

水
町

出
身

で
日

本
人

初
の

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

選
手

で
あ

り
、「

箱
根

駅
伝

」「
福

岡
国

際
マ

ラ
ソ

ン
」な

ど
の

創
設

に
も

尽
力

し
た

故
金

栗
四

三
翁

の
偉

業
を

讃
え

て
1

9
8

4
年

か
ら

大
会

を
開

催
。

　
本

大
会

の
コ

ー
ス

は
、1

0
km

、５
km

、３
km

が
主

で
あ

る
が

、1
0

km
の

み
金

栗
四

三
生

家
を

通
る

特
別

な
コ

ー
ス

と
し

て
お

り
、創

設
さ

れ
た

箱
根

駅
伝

を
思

わ
せ

る
過

酷
な

コ
ー

ス
と

な
っ

て
い

る
。

よ
せ

豆
腐（

菊
水

ロ
マ

ン
館

）
よ

せ
豆

腐（
菊

水
ロ

マ
ン

館
）

　
毎

朝
５

時
か

ら
館

内
に

あ
る

工
場

で
作

ら
れ

る
豆

腐
は

、絹
や

木
綿

豆
腐

、黒
大

豆
を

使
っ

た
二

色
豆

腐
、よ

も
ぎ

豆
腐

な
ど

、そ
の

種
類

は
多

彩
で

す
。ど

れ
も

厳
選

し
た

国
産

大
豆

に
本

に
が

り
を

使
用

し
、水

は
、電

子
分

解
し

た
柔

ら
か

な
水

と
素

材
に

こ
だ

わ
っ

た
豆

腐
で

す
。中

で
も「

よ
せ

豆
腐

」は
、大

豆
の

旨
さ

を
際

立
た

せ
る

た
め

に
、に

が
り

の
量

を
最

小
限

に
し

た
自

信
作

で
す

。

日
本

酒
　

花
の

香「
桜

花
」

日
本

酒
　

花
の

香「
桜

花
」

　
和

水
町

に
は

、創
業

明
治

3
5

年
を

誇
る

玉
名

郡
市

唯
一

の
酒

造「
花

の
香

酒
造

」が
あ

り
ま

す
。

　「
花

の
香

　
桜

花
」は

花
の

よ
う

に
香

り
高

く
キ

レ
の

あ
る

純
米

大
吟

醸
。山

田
錦

を
5

0
％

ま
で

磨
き

、手
造

り
で

丁
寧

に
仕

込
ん

で
い

ま
す

。米
の

旨
味

が
広

が
り

な
が

ら
も

綺
麗

な
透

明
感

と
、後

味
の

キ
レ

を
楽

し
め

る
純

米
大

吟
醸

で
す

。
　

フ
ラ

ン
ス

で
開

催
さ

れ
た

日
本

酒
コ

ン
テ

ス
ト『

K
U

R
A

　
M

A
S

TE
R

』審
査

委
員

特
別

賞
受

賞
を

は
じ

め
に

様
々

な
コ

ン
テ

ス
ト

で
受

賞
し

て
い

ま
す

。

　
江

田
船

山
古

墳
に

ち
な

ん
で

、建
物

全
体

が
前

方
後

円
墳

の
形

を
し

た
菊

水
ロ

マ
ン

館
は

、地
元

で
採

れ
た

旬
の

野
菜

や
果

物
、花

、加
工

品
な

ど
が

豊
富

に
揃

っ
て

い
ま

す
。館

内
の

工
場

で
作

ら
れ

る
豆

腐
や

い
き

な
り

団
子

は
人

気
商

品
で

す
。ま

た
、レ

ス
ト

ラ
ン

や
温

泉
も

あ
り

ま
す

。
　 緑

彩
館手

漉
き

和
紙

体
験

　
和

水
町

の
手

漉
き

和
紙

の
歴

史
は

、約
4

0
0

年
あ

り
、特

に
江

戸
時

代
か

ら
明

治
時

代
に

か
け

て
は

、和
紙

生
産

を
主

産
業

と
し

て
栄

え
ま

し
た

。
「

手
漉

き
和

紙
の

館
」

で
は

、は
が

き
、卒

業
証

書
な

ど
の

製
作

体
験

が
で

き
ま

す
。

　
カ

ヌ
ー

体
験

は
、川

の
流

れ
が

緩
や

か
で

初
心

者
で

も
楽

し
む

こ
と

が
で

き
ま

す
。

キ
ャ

ン
プ

は
Ｂ

Ｂ
Ｑ

セ
ッ

ト
や

、キ
ャ

ン
プ

用
品

の
貸

し
出

し
も

あ
る

の
で

手
ぶ

ら
で

キ
ャ

ン
プ

を
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

酒
蔵

見
学

ド
ミ

ト
リ

ー
ハ

ウ
ス

   
   

 T
H

E
ス

ナ
フ

キ
ン

ズ

　
地

元
産

の
さ

つ
ま

い
も

を
原

料
に

し
た

芋
焼

酎
を

は
じ

め
、地

産
地

消
に

こ
だ

わ
る

酒
蔵

で
す

。仕
込

み
の

時
期

は
、蔵

が
一

番
活

気
づ

く
時

期
。

麹
の

香
り

や
、蒸

し
あ

が
っ

た
芋

や
米

の
香

り
な

ど
で

蔵
の

中
が

充
満

し
ま

す
。

　
蔵

で
は

各
種

焼
酎

や
日

本
酒

等
の

試
飲

が
で

き
ま

す
。ま

た
、蔵

で
し

か
買

え
な

い
限

定
商

品
も

あ
り

ま
す

。

　
金

栗
四

三
が

生
ま

れ
育

っ
た

家
。築

2
0

0
年

以
上

が
経

過
し

た
今

で
も

現
存

し
て

お
り

、2
0

1
9

年
1

月
か

ら
は「

生
家

記
念

館
」と

し
て

、期
間

限
定

で
一

般
公

開
し

て
い

ま
す

。
　

金
栗

家
は

、四
三

が
生

ま
れ

る
前

は
造

り
酒

屋
を

営
ん

で
お

り
、玄

関
を

入
る

と
広

い
土

間
が

印
象

的
で

す
。ま

た
、「

学
校

部
屋

」と
呼

ば
れ

る
2

畳
ほ

ど
の

四
三

専
用

の
勉

強
部

屋
が

あ
り

、当
時

は
声

を
張

り
上

げ
て

読
み

方
を

し
た

そ
う

で
す

。
問

　
TE

L0
9

6
8

-3
4

-3
0

4
7（

和
水

町
教

育
委

員
会

社
会

教
育

課
）

金
栗

四
三

生
家

体
験
体
験

体
験
体
験

　「
水

戸
黄

門
」を

は
じ

め
テ

レ
ビ

の
時

代
劇

で
使

わ
れ

て
い

る
わ

ら
じ

は
、ど

こ
で

作
ら

れ
て

い
る

か
ご

存
知

で
す

か
？

実
は

、和
水

町
の「

戦
国

わ
ら

じ
の

会
」の

手
製

で
す

。わ
ら

じ
の

ほ
か

、わ
ら

ぞ
う

り
の

手
づ

く
り

体
験

も
で

き
ま

す
。

和
水

町
古

墳
祭

８
月

第
１

土
・

日
曜

日
（

予
定

）

山
太

郎
祭

 in
 な

ご
み

1
1

月
第

３
日

曜
日（

予
定

）

体
験

し
よ

う
！

食
事

し
よ

う
！

温
泉

に
は

い
ろ

う
！

「
な

ご
み

」の
里

で

ガ
イ
ド

ガ
イ
ド

物
産
品
・

特
産
品
販
売

物
産
品
・

特
産
品
販
売

体
験
体
験

わ
ら

じ
づ

く
り

体
験

料
　

入
館

料
　

大
人

2
0

0
円

、子
ど

も
1

0
0

円
　

　
体

験
料

　
2

0
0

円
～

数
　

1
0

名
～

問
　

TE
L0

9
6

8
-3

4
-3

0
4

7
　

　（
和

水
町

教
育

委
員

会
社

会
教

育
課

）
   

　
※

1
0

日
前

ま
で

に
要

予
約

　
和

水
町

観
光

案
内

の
会

で
は

、江
田

船
山

古
墳

公
園

、ト
ン

カ
ラ

リ
ン

を
案

内
し

て
い

ま
す

。ま
た

、三
加

和
地

域
観

光
案

内「
ふ

る
さ

と
ガ

イ
ド

」で
は

、体
に

ま
つ

わ
る

八
つ

の
神

様
、田

中
城

跡
、造

り
酒

屋
を

案
内

し
て

い
ま

す
。

「
江

田
船

山
古

墳
公

園
ツ

ア
ー

」「
ト

ン
カ

ラ
リ

ン
ツ

ア
ー

」
料

　
１

時
間

1
,5

0
0

円（
１

時
間

増
す

ご
と

に
1

,0
0

0
円

加
算

）
問

　
TE

L0
9

6
8

-8
6

-5
7

2
5

 和
水

町
観

光
案

内
の

会
   

　（
和

水
町

商
工

観
光

課
）※

要
予

約

営
　

物
産

館
　

　
　

　9
：0

0
～

2
0：

0
0

　
　

レ
ス

ト
ラ

ン
　

1
1：

0
0

～
1

5：
0

0
、1

7：
0

0
～

2
1：

0
0

　
　

温
泉

　
　

　
　

　
9：

0
0

～
2

1：
0

0
休

　
年

中
無

休（
年

末
年

始
を

除
く

。）
問

　
TE

L0
9

6
8

-8
6

-3
1

0
0

営
　

物
産

館
　

9：
0

0
～

1
9：

0
0（

冬
季

～
1

8：
0

0
）

休
　

毎
月

第
１

水
曜

日（
祝

日
の

場
合

は
翌

日
）

問
　

TE
L0

9
6

8
-3

4
-4

2
2

2

問
　

TE
L0

9
6

8
-3

4
-2

0
5

5
   

   （
花

の
香

酒
造

株
式

会
社

）
   

   
※

1
0

日
前

ま
で

に
要

予
約

　

料
　

１
人

1
,0

0
0

円
問

　
TE

L0
9

6
8

-8
6

-5
7

2
5（

和
水

町
商

工
観

光
課

）※
要

予
約

　
　

　

（
花

の
香

酒
造

　
TE

L 
0
9
6
8
-3

4
-2

0
5
5
)

宿
泊
宿
泊

A
B

C
D

「
八

つ
の

神
様

ご
利

益
め

ぐ
り

」
「

田
中

城
跡

・
造

り
酒

屋
コ

ー
ス

」「
豊

前
街

道
コ

ー
ス

」
料

　
１

時
間

1
,5

0
0

円（
１

時
間

増
す

ご
と

に
1

,0
0

0
円

加
算

）
　

   
 ※

神
様

め
ぐ

り
は

、２
箇

所
ま

で
。１

箇
所

追
加

ご
と

に
５

０
０

円
加

算
問

　
 T

EL
0

9
6

8
-8

6
-5

7
2

5
   

   
 三

加
和

地
域

観
光

案
内「

ふ
る

さ
と

ガ
イ

ド
」

   
   

 （
和

水
町

商
工

観
光

課
）※

要
予

約
　

　
美

し
い

田
園

地
帯

に
映

え
る

純
和

風
造

り
の「

緑
彩

館
」で

は
、地

元
の

採
れ

た
て

の
野

菜
や

果
物

を
は

じ
め

、農
産

物
加

工
品

な
ど

を
販

売
し

て
い

ま
す

。八
つ

の
神

様
の

ご
利

益
に

あ
や

か
ろ

う
と

い
う

御
利

益
菓

子「
八

福
神

」や
地

元
の

戦
国

わ
ら

じ
会

が
作

っ
た「

誕
生

わ
ら

じ
」な

ど
、地

域
限

定
の

お
土

産
が

揃
っ

て
い

ま
す

。

❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻

C
-

❸

特特
産品産品

い
き

な
り

団
子（

有
限

会
社

髙
木

食
品

　
℡

0
9

6
8

-3
4

-2
6

6
5

）
い

き
な

り
団

子（
有

限
会

社
髙

木
食

品
　

℡
0

9
6

8
-3

4
-2

6
6

5
）

　
平

成
2

2
年

８
月

に
熊

本
県

と
熊

本
市

が
選

定
す

る「
九

州
新

幹
線

お
み

や
げ

開
発

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」で
新

し
い

熊
本

み
や

げ
2

1
品

に
選

ば
れ

ま
し

た
。お

イ
モ

、あ
ん

こ
、お

団
子

の
３

つ
を

兼
ね

備
え

た「
い

き
な

り
団

子
」。

長
年

愛
さ

れ
続

け
る

人
気

の
熊

本
名

物
が

、さ
ら

に
美

味
し

く
新

し
く

な
り

ま
し

た
。

A
-

❷

B
-

❷

B
-

❺

B
-

❷

B
-

❷

C
-

❷

B
-

❺

A
-
❸

B
-

❺

　
古

民
家

を
改

装
し

た
ド

ミ
ト

リ
ー（

相
部

屋
）の

お
部

屋
で

す
。オ

ー
ナ

ー
手

作
り

の
ウ

ッ
ド

デ
ッ

キ
か

ら
は

田
舎

の
美

し
い

空
気

と
景

色
を

味
わ

え
ま

す
。

一
つ

屋
根

の
下

、ド
ミ

ト
リ

ー
な

ら
で

は
の「

一
期

一
会

」を
体

感
し

て
み

ま
せ

ん
か

。
料

　
1

泊（
素

泊
ま

り
）3

,0
0

0
円（

※
自

炊
可

）
休

　
Ｈ

Ｐ
で

ご
確

認
く

だ
さ

い
　

　
ht

tp
s:

//
w

w
w

.t
he

sn
uf

ki
nz

.c
om

問
　

TE
L0

9
6

8
-3

4
-3

9
5

5

特特
産品産品肥
後

の
黒

ま
め

お
こ

し
　

　
　（

株
式

会
社

武
双

庵
）

肥
後

の
黒

ま
め

お
こ

し
　

　
　（

株
式

会
社

武
双

庵
）

　
平

成
2

3
年

度
全

国
む

ら
お

こ
し

特
産

品
コ

ン
テ

ス
ト

で
グ

ラ
ン

プ
リ

に
あ

た
る

経
済

産
業

大
臣

賞
を

受
賞

。
　

熊
本

で
育

っ
た

黒
豆

大
豆

（
ク

ロ
ダ

マ
ル

）を
贅

沢
に

丸
ご

と
使

っ
た

お
こ

し
で

す
。ク

ロ
ダ

マ
ル

は
一

般
的

な
黒

大
豆

と
比

較
す

る
と

、苦
味

が
少

な
く

甘
味

が
強

い
こ

と
と

、ア
ン

ト
シ

ア
ニ

ン
の

含
有

量
が

高
い

こ
と

が
特

徴
で

す
。油

を
一

切
使

用
し

て
い

な
い

の
で

ヘ
ル

シ
ー

志
向

の
方

に
も

最
適

な
商

品
で

す
。

問
　

TE
L 

09
68

-8
6－

58
70

   
   

   
   （

株
式

会
社

武
双

庵
）

B
-

❺

D
-

❷

■
九

州
自

動
車

道
　

菊
水

イ
ン

タ
ー

ま
で

の
ア

ク
セ

ス
時

間
　

　
■

九
州

新
幹

線
新

玉
名

駅
か

ら
　

車
で

約
1

0
分

■
JR

玉
名

駅
か

ら
　

車
で

約
1

5
分

■
熊

本
市

内
か

ら（
国

道
2

0
8

号
玉

名
経

由
）　

車
で

約
6

0
分

■
阿

蘇
く

ま
も

と
空

港
か

ら（
高

速
利

用
） 

車
で

約
5

0
分

■
福

岡
空

港
か

ら（
高

速
利

用
） 

車
で

6
5

分
■

長
洲

港
か

ら
　

車
で

約
4

0
分

鹿
児

島

福
岡

県
大

分
県

宮
崎

県

熊
本

県
和

水
町

熊
本

県
和

水
町

熊
本

県
和

水
町

佐
賀

県 長
崎

県
長

崎
県

長
崎

県

鹿
児

島
県

な
ご

み
ま

ち
な

ご
み

ま
ち

九 州 自 動 車 道

長
崎

自
動

車
道

九 州 新 幹 線

大
分

八
代

長
崎

鳥
栖

●
熊

本
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約

2
0

分
●

太
宰

府
I.C

　
約

5
0

分

57

３２
５

44
3

３３

３

九 州
自 動
車 道

南
関

I.C

菊
水

I.C

植
木

I.C 熊
本

I.C
益

城
熊

本
空

港
I.C

御
船

I.C

松
橋

I.C

八
代

I.C

宇
城

氷
川

ス
マ

ー
ト

I.C

人
吉

I.C

新
玉

名

熊
本

八
代

水
俣

九 州 新 幹 線

阿
蘇

く
ま

も
と

空
港

天
草

空
港

熊
本
県

和
水
町

な
ご

み
ま

ち
な

ご
み

ま
ち

長
洲

港

三
角

港

熊
本

港

阿
蘇

天
草

八
代

市

人
吉

市
水

俣
市

熊 本 市

J
R
鹿
児
島
本
線

く
ま

川
鉄

道
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三

角
線 肥薩おれんじ鉄道

1
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嘉
島
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見
学
見
学

見
学
見
学

見
学
見
学

料
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カ
ヌ
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１
人

艇
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0
円

　
２

人
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1
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5
0

円
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キ

ャ
ン

プ
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テ
ン

ト
・

タ
ー

プ
　

1
張

　
6

5
0

円
　

　
　

　
　

　
　

　
駐

車
場

1
台

　
6

5
0

円
　

　
　

　
　

　
　

　
　

キ
ャ

ン
プ

場
利

用
　

1
人

　
1

1
0

円
問

　
TE

L0
9

6
8

-8
2

-8
4

1
4

　
金

栗
四

三
が

通
っ

た
生

家
か

ら
玉

名
北

高
等

小
学

校
ま

で
の

通
学

路
は「

金
栗

四
三

ロ
ー

ド
」と

呼
ば

れ
て

い
ま

す
。山

坂
の

難
所

を
超

え
る

往
復

1
2

キ
ロ

の
道

の
り

を
近

所
の

子
ど

も
た

ち
と

毎
日

走
っ

て
行

き
戻

り
す

る
こ

と
で

自
然

と
心

身
は

鍛
え

ら
れ

、金
栗

は
の

ち
に「

マ
ラ

ソ
ン

の
基

礎
は

小
学

校
時

代
に（

片
道

）1
里

半
の

通
学

を
行

っ
た

こ
と

で
あ

る
」と

語
っ

て
い

ま
す

。

金
栗

四
三

ロ
ー

ド
金

栗
四

三
ロ

ー
ド


